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第６章 まちづくりの実現化方策 

１．基本的な考え方 

都市計画マスタープランは、長期的視点に立った、将来的な土地利用、都市施設整備の基本的

方針であり、市民の生活環境の改善と向上の方策を計画的に進めるためのものである。 

地域の実情や社会的、経済的状況等を勘案し、実現化のためのさまざまな手法を活用しつつ、

市民の積極的な参画による行政・市民一体となったまちづくりを行うことが重要である。まちづ

くりの基本理念として掲げている「みんなで創る歴史とともにくらすあずましの里くろいし」を

ふまえ、市民、行政、民間事業者が協働してまちづくりを進めていく。 

 

２．「みんなで創る」まちづくりの推進 

（１）まちづくりの場づくり 

まちづくりの意識を高め、市民参加を進めるために、まちづくりに関するパンフレットやホー

ムページ、市報などさまざまな情報提供を積極的に進め、ＮＰＯやボランティアなどの市民活動

がしやすい環境の整備に努める。 

まちづくりへの参加についても、公園や広場づくり、緑化活動、景観形成や環境形成、道づく

りなど、身近で親しみやすい生活空間づくりを協働で行っていく意識を醸成していく。 

また、まちづくりに関連したフォーラム、セミナー、ワークショップ、イベント等の開催を通

じて、子供からお年寄りまでが楽しめるまちづくりを実践していく。 

 

（２）まちづくり活動の支援 

まちづくりに貢献する活動に対して、さまざまな支援制度を検討・活用して、まちづくりの気

運を高める。 

また、まちづくりの相談的機能の充実を図り、自主的なまちづくり活動を支援するための制度

のあり方を検討する。緑地協定や建築協定、地区計画など、市民主導のまちづくり活動を推進す

るための情報提供やアドバイス、専門家の派遣などにも取り組んでいくものとする。 

 

（３）まちづくりの担い手となる人材の育成 

「みんなで創る」まちづくりを積極的に進めていくためには、「まち育て人※」など、地域の

リーダーとなって、まちづくりを推進する市民の存在が大きな力となる。これらの人材の発掘と

必要な情報や場の提供を行い、まちづくりにおける人づくりへの支援を検討する。 

また、こみせや蔵などの先人から受け継いだ貴重な地域資源を守り利用していく地域のまちづ

くりの担い手を支援する方法について検討する。 

 

※青森県が、県民が将来にわたり本当に住み続けたいと思うようなまちを官民協働により目指す

ため、将来の地域のまちづくりを担う人財育成を目的として、「あおもりまち育て人講座」を

開催し、認定した人。 
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（４）学校教育、地域や家庭との連携 

学校教育の場において、子供たちのまちづくりに関する学習の機会を充実し、まちづくりに関

する意識の高揚を図っていく。また、体験を通したまちづくりの機会を住民との協力により確立

し、子供たちを通じたまちづくりが、ＰＴＡや地域住民との連携の下に大きく育つような仕組み

づくりを図ると共に、地域や家庭における教育の取組みを推進する。 

 

３．適正な都市計画の運用によるまちづくりの推進 

用途地域などの地域地区制度、都市施設の整備事業などを適切に運用することにより、本都市

計画マスタープランに示した目標・方針が実現されるように努める。 

住民の発意や意向に基づいたきめ細かいまちづくりや、地域の実情に応じたまちづくりを進め

るため、必要に応じて地区内のまちづくりルールを定める地区計画制度や建築協定・緑化協定等

の導入を検討する。また、農地の保全と集落地域の住環境の向上を図るために、必要な施策を推

進する。 

 

４．より良いまちづくりに向けた行動計画 

都市計画マスタープランは、まちづくりに対する市民の要望や様々な課題に対応して、土地利

用の規制・誘導や必要な都市機能の充実を図っていくことを通じて、よりよいまちづくりの実現

につなげようとするものである。 

都市計画マスタープランに示された事業や施策について、必要性や緊急性、市民の要望、本市

の都市整備に関わる予算規模などを考慮して、予定される実施時期を「短期」（概ね５年以内）、

「中期」（５～10 年以内）、「長期」（10～20 年以内）に区分し、段階的なまちづくりの推進を

図る。 

 

区分 目標 事業・施策 短期 中期 長期 

土
地
利
用 

まち 都市的土地利用の適正なコントロー

ルのための用途地域の見直し 

   

自然 農業施策と連携した農用地の保全 

 

   

まち 地区計画等の活用による良好な低層

住宅地の環境保全 

   

産業 大規模建物跡地の有効活用方策の検

討 

   

環
境
・
景
観 

自然 里山づくり、環境学習の充実 

 

   

歴史 地域の魅力を高める景観づくり（景観

計画の策定、景観行政団体への移行）

   

歴史 こみせを活かしたまちづくり 

 

   

歴史 蔵を活かしたまちづくり 

 

   

歴史 旧佐藤家住宅（旧松の湯）の保存・再

生 
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区分 目標 事業・施策 短期 中期 長期 

緑
・
水
辺 

自然 新たな公園の整備 

 

   

歴史 まちなかのにぎわい広場づくり（かぐ

じ広場のような市街地内の憩いの場）

   

道
路
網 

まち 長期未着手の都市計画道路の見直し 

 

   

まち 計画に基づいた都市計画道路の整備

推進 

   

まち 冬でも利用しやすい道づくりの推進 

 

   

まち バリアフリーに配慮した道路の整備 

 

   

交
通
体
系 

まち パーク＆ライド、サイクル＆ライドの

取り組み 

   

まち バス利便性向上（待ち合い施設、駐輪

場、バス運行情報提供装置） 

   

まち 公共交通の利便性向上 

 

   

まち 黒石駅前駐輪場の整備 

 

   

人 小学校通学路などの歩行環境の整備 

 

   

公
共
公
益
施
設 

産業 市内に点在する観光資源の有効活用

方策の検討 

   

まち 黒石市流域関連公共下水道事業の推

進 

   

自然 合併処理浄化槽整備事業の推進 

 

   

に
ぎ
わ
い
あ
る
ま

ち
づ
く
り

まち 中心市街地の活性化 

 

   

人 空店舗対策事業 

イベントの開催 

   

産業 観光拠点のネットワーク化 

 

   

住
宅
・
住
環
境 

人 まちなか居住の促進 

 

   

人 計画的な公共住宅の整備 

 

   

まち 市街地における良好な住環境の誘導 
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区分 目標 事業・施策 短期 中期 長期 

防
災
ま
ち
づ
く
り 

まち 耐震改修促進計画に基づく公共施設

等の調査・改修等の実施 

   

まち ライフライン施設の耐震化 

 

   

まち ハザードマップの作成 

 

   

※「目標」欄は、各事業・施策が、第３章まちづくりの目標において示した５項目の目標のど

れに当てはまるかを示している。 

歴史：「歴史」を活かしたくらし 

自然：「自然」と共生するくらし 

まち：「まち」で安心・快適なくらし 

人 ：「人」と人との繋がりでやすらぐくらし 

産業：「産業」で安定生活を過ごすくらし 

 

上記諸施策の中で、市民の要望や緊急性、重要性の高い施策を「優先施策」として設定し、実

現に向けた市民、企業、行政それぞれの具体的な行動計画を以下に示す。 

優先施策 
行動計画 

市民・ＮＰＯ 企業 行政 

都市的土地利用

の適正なコント

ロールのための

用途地域の見直

し 

・用途地域制度の意義を

理解する 

・建物を建て替える際な

どに、指定された用途

地域にあった土地利用

を行う 

・見直し案作成への協

力・提言 

・用途地域制度の意義を

理解する 

・企業活動を行う際に、

指定された用途地域に

あった土地利用を行う

・見直し案作成への協

力・提言 

・見直し案などの情報公

開、合意形成への取り

組み 

・農地や自然、居住環境

を保全するとともに、

商業や工業などの産業

活動を妨げない用途地

域指定のあり方の検討

長期未着手の都

市計画道路の見

直し 

・都市計画道路整備への

理解・協力 

・見直し案作成への協

力・提言 

・都市計画道路整備への

理解・協力 

・見直し案作成への協

力・提言 

・見直し案などの情報公

開、合意形成への取り

組み 

・都市活動に必要な道路

の整備のあり方につい

ての検討 

中心市街地の活

性化 

・中心市街地の利用 

・街なかへの居住 

・街なかでの企業活動 

・黒石でなければできな

い商品の企画・販売 

・来訪者を中心市街地に

呼び込む工夫（中心市

街地におけるイベント

等の実施） 

・中心市街地活性化基本

計画の策定検討 

・商店街、住民との連携

・中心市街地におけるイ

ベント等の検討 
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優先施策 
行動計画 

市民・ＮＰＯ 企業 行政 

地域の魅力を高

める景観づくり 

・普段何気なく見過ごし

ている、黒石らしい景

観を再評価する 

・自宅や勤務先の景観づ

くり（軒先に花を飾る、

建物の外観に配慮す

る、など） 

・開発事業などにおける

景観への配慮 

・景観に配慮した看板・

案内板等の掲示 

 

・景観計画の策定 

・景観行政団体への移行

・良好な景観形成のため

の、街並みや看板など

に関するルールづくり

の検討 

耐震改修促進計

画に基づく公共

施設等の調査・

改修等の実施 

・調査への理解・協力 

・必要な改修等への協力

・調査への理解・協力 

・必要な改修等への協力

および実施 

・耐震改修が必要な建物

の調査 

・公共施設についての耐

震改修の実施 

 

 

 

【協働によるまちづくりの役割分担（イメージ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民 

ＮＰＯ 

協 働 

行政 企業 

自らできることを主体的

に実行する 

まちづくりの主役である

ことを認識する 

黒石市のまちづくりを理解す

る 

まちづくりに資する企業活動 

市民と協力 

情報公開 

市民・企業・関係団体などをつ

なぎ、その活動を支援 

まちづくり事業の推進 
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５．まちづくりの推進体制 

都市計画マスタープランに示された内容は、都市計画分野だけにとどまるものではなく、農業、

住宅、福祉、防災、産業、観光振興、環境保全など広範な分野にまたがるものである。また、骨

格的な道路や拠点整備などにおいては、国・県や周辺市町村との連携が必要である。都市計画マ

スタープラン実現に向けて、庁内体制の充実を図るとともに、国や県、周辺市町村との連携・調

整を行いながら、都市づくりを展開していく。 

 

（１）庁内体制の充実 

行政内部において総合的なまちづくりを推進するため、建設部門や都市開発部門のみならず、

福祉部門、環境部門など広く関連する部門が連携して各種施策に取組む体制をつくる。 

 

（２）周辺市町村との連携 

本市は、青森県の中央に位置し、中南地域第二の都市であるとともに、青森市と弘前市の中間

に位置する、要衝にある都市であるといえる。このような地勢を活かしつつ、県や周辺市町村と

の連携・調整を図りながらまちづくりを展開していく。 

 

（３）国、県、関係機関などとの調整 

総合的かつ円滑的にまちづくりを推進するため、県が定める都市計画区域マスタープラン等と

の整合を図るとともに、国、県、関係機関などとの連携を強化し、役割分担、計画調整、財政的

支援などについての理解と協力を働きかけていく。 

 

６．都市計画マスタープランの進行管理 

まちづくりは、長い時間をかけて、長期的な見通しに立って取り組むことが必要である。都市

計画マスタープランは概ね 20 年後を見通した計画として作成されるが、計画に掲げたまちづくり

施策の進捗状況を管理・評価しながら時代の変化に対応する必要がある。 

地域のさまざまな動向、社会情勢に柔軟に対応し、市民参加のもと、定期的にまちづくりを評

価検討し、柔軟に内容の見直しや修正を行っていくものとする。行政、住民が協働で都市計画マ

スタープランの進行管理を行うことを検討する。 

具体的には、現在すでに組織化されている「黒石市都市計画審議会」において行政評価の一環

として都市計画マスタープランを取り上げ、都市計画マスタープランで検討された方針が、各種

の施策や事業に反映され、実現しているかを点検し、必要に応じて計画の軌道修正を行うことと

する。 
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２．アンケート調査自由記述欄 

アンケート調査票の最後の自由記述欄の一部を以下に掲載する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○黒石市に嫁に来て 20 年足らずです。岩木山を望む広々とした田園風景はもとより、小さ

いながらも活気のある中心街はとても魅力的でした。「黒石をどんな風景のまちにしたい

か」を今考える時なのかなと思います。そのためには、市内住民の各世代（60 代～10 代）

の幅広い、意見交換が必要ではないでしょうか。そして、悪しき習慣（子どもに見せられ

ない・聞かせられない）は小さい地域から、大きい組織まで取り去っていく転換期でもあ

ると思います。子どもに恥ずかしくない行動を示すべきかと思います。 

 

○黒石の活性化を計るため、年代別にユニークな企画を募集することがあればいいと思いま

す。例えば、子どもたちには、｢どんな黒石になってほしいか」絵画や作文の募集、大人

には、なかなかと思えるアイディアには賞を与える、などの盛上げる企画があればどうで

しょうか？ 

 

○①黒石市を活気あふれる街にするには、観光やアイディアを考えなければならないと思

う。例として（１）カタクリの花を見た後、黒石やきそばを食べるツアー （２）雪だる

ま（かまくら）を作ろうツアー（雪のないところの人達には人気かも） ②青森市のコン

パクトシティの様に、歩いてゆける範囲内に銭湯・小売店・衣料品店・公共施設・郵便局・

学校・医療機関などあれば良い。将来は誰もが年老いてゆく。マイカーは使えなくなる。

老人、子供の住みやすい街作りを期待する。 

 

○黒石の街は大好きです。空気が澄んで周囲の風景が四季折々ハッキリしています。秋にな

るとりんご、稲等歩いているだけで農産物の実りの”ゆたかさ”が目に入ります。その良

さを次の世代にゆずっていけるよう努力して行きたいと思います。 

 

○昔ながらの田舎の風景と、豊かな農産物がとれる土地。地産、地消を推進している鶴田町

と、どうしても比較してしまいます。農業をしている世帯でも、次にやる人がいない、嫁

がいないという問題もあると思います。黒石は自然に恵まれた土地です。水もきれいで「黒

石米は美味しいよね」と他の市町村の方に言われます。そして温泉もある。ぜひ、若い世

代の方には、黒石市の気候を生かし、市全体でリンクした、よりよいまちづくりをしてほ

しい。スタンプラリー（産直、温泉地、こみせ、商店街 etc）で粗品をプレゼントすると

か、「つながり」をもった観光をしてはどうか思います。 

 

○企業誘致により若年層の就職先を確保、かつ、近隣市町村から人口の流入を期待して市の

財政基盤の強化を計かる。ネットからの情報発信＆収集。人とお金は入ってくるが出て行

かないような活気にあふれた街へなる様期待。古いものは古いままの姿を維持するが、切

り捨てる（ムダをはぶく）事が出来る物は思い切ってする。街なみが「古い」ならいいが

「古びた」感じに目に映るので区画整理をふくめ、「きれい」に映る街づくりを期待。 
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○中心商店街の活性化の強化。市内間で用事（買物）が済ませ、市外へ流れて行かないよう

な、まず駐車場完備。相次ぐ商店の閉鎖で、買物がなかなか商店（市内の商店）だけでは、

若い世代は満足いかないと思う。それによって市外へ行ってしまうと思うので、無理とは

思いますが、また以前のニチイや大黒のような大型の店舗のような、無料駐車場付デパー

トでもあったらと思う。魅力のあるまちに！スーパーはたくさんあっても、洋服は市内で

は買う気があまりありません。今車社会と言われているので、私の世代はまだ車の運転も

出来ますが、もう 20 年位したらやはり近くて買物しやすい所、病院も歩いて行けるよう

な、そんなまちだと一番暮らしやすい所なのではないでしょうか。 

 

○こけし、りんご、よされ、つゆやきそば・・・など、黒石市は良い物をたくさん持ってい

る地域だと思います。せっかく材料があるのだから、もっとアピールを上手くしていけば、

観光客のよびこみ、売上げの向上につながると思います。また、よされ、ねぷた等のまつ

りのやり方も、今までと同じようにしても何も変わらないので、盛り上がる工夫をする必

要があると思います。 

 

○30 年ぶりに東北６県を回った後、黒石にきました。市の中心街の変わりようにびっくり

しました。まち全体が活気の無いよう感じられました。よく言われることですが、地域を

活性化するには１．若者２．よそ者３．バカ者が必要と言われます。私もよそ者の１人と

して何らかの運動にかかわっていきたいと思います。 

 

○市の特産物やイベントなどの PR を図り、もっと多くの人が黒石市を訪れるようにしたら

いいのではないかと思う。昔からの商店街を活性化してほしい。又、活性化するなら駐車

場スペースも確保が必要だと思う。20～30 代を対象に意見を取り入れ、イベント等開催

すれば盛り上がるのではないか。定期的に住民にこのようなアンケート調査を行う事が大

切だと思う。又、調査した結果や生かしたい部分などを市民に知らせてほしい。 

 

○子供達が安心して遊べる緑地公園とでもいいましょうか各地区ごとにあればよいかなと

思います。ちょっとした遊具があり、自転車利用でき、ベンチがあり、赤ちゃん連れでも

集まれる木陰のある集合公園があればと思います。澤成園も一般公開できれば、観光客の

一つの目玉になるのではないでしょうか。 

 

○祭りの輪が広がり、観光客がいっぱい来るような市。 

 

○黒石市は、今、私の目には、わずかですが、頑張っている様に見えます。（つゆ焼きそば

ｅｔｃ・・・）ただ、やはり、もうけようと思うと間違いで、やはり、住民の為を一番に

行動してほしいです。未来をになう、子供達の為に、そして今まで頑張ってきたお年寄り

の為に、私達が一丸となって、協力し合う時だと思います。このアンケートが配られたと

いうことは、色々な期待をしています。 
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３．他都市のまちづくり事例 

黒石市の今後のまちづくりの参考になると考えられる事例として、以下の事例を収集した。 

 

滋賀県 近江八幡市 歴史的資源を活かしたまちづくりの成功事例として取り上げた 

大分県 由布市 

（旧由布院町） 

温泉を活かしたまちづくりの成功事例として取り上げた 

北海道 小樽市 豪雪地帯における、雪を活かしたまちづくりの成功事例として取

り上げた 

秋田県 北秋田市 

（旧鷹巣町） 

「歩いて暮らせるまちづくり」をコンセプトにまちづくりに取り

組んだ事例として取り上げた 

 

なお、参考・引用文献は以下のとおりである 

 

・「まち再生事例データベース」国土交通省都市・地域整備局 

http://www.mlit.go.jp/crd/city/mint/htm_doc/index.html 

・全国伝統的建造物群保存地区協議会ホームページ 

http://www.denken.gr.jp/index.html 

・「地域いきいき観光まちづくり－100－」 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/kanko100/index.html 
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（１）歴史的資源を活用したまちづくりの事例 

滋賀県 近江八幡市 

○背景 

近江八幡市は滋賀県のほぼ中央、琵琶

湖の東岸に位置する人口約 6 万 9 千人の

街である。 

豊臣秀吉の養子の秀次が八幡山城の築

城を開始し、商工業者を安土から移させ

て町を開いたと言われている。また、八

幡堀を開いて琵琶湖へつなぎ、琵琶湖を

往来する荷船を寄港させた。そのため商

業が大いに発展し、交通の要衝として江

戸時代を通じて大いに発展した。江戸時

代の町並みや豪商の邸宅は今日でも往時

の姿をよくとどめている。明治に入って

からも町は栄え、戦後も東近江の中核都

市として発展を続けてきたが、かつては

近江八幡の経済の基礎であった八幡堀は

交通環境の変化によりその機能を失い、

ヘドロが堆積する状態になっていた。 

○取り組み 

①八幡堀の再生 

八幡堀は、昭和 40 年代には生活排水が

流れ込みヘドロが 2m も堆積していた。行

政は地元要望もあり、1972 年に八幡堀の

埋め立て案を公表した。しかし、近江八

幡青年会議所や自治会が署名運動を行ったり、ヘドロの除去作業を始めたりした。この活動

は徐々に広がり、県は既に開始されていた工事を異例にも中止し、全面的に浚渫する方針に

転換し、1979 年に完了した。こうして近江八幡市民の貴重な資産である八幡堀が守られた。 

②まちづくり活動の広がり 

八幡堀の保全を契機に、「よみがえる近江八幡の会」「明日の近江八幡を考える研究会」

「八幡堀を守る会」などが結成され、定期的な美化奉仕作業、水質浄化策の実験的実施、イ

ベント開催、広報誌の発行等が行われ、市民を中心とするまちづくり活動が広がった。また、

1991 年「重要伝統的建造物群保存地区」選定、2005 年「手づくり郷土大賞」などを受けて

いる。町家の活用策なども注目される。「野間邸」は空き家になっていたが、アート関係者、

福祉現場スタッフ等により改修され 2004 年にアートギャラリとしてオープンした。このよ

うに市民の「小さな」活動が相互に響き合いながら町の歴史、文化、環境が守られ、市がそ

れを支援、補完しているところに近江八幡市の特徴がある。 

保全された八幡掘

近江八幡市の歴史的な町並み
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（２）温泉地のまちづくりの事例 

大分県 由布市（旧由布院町） 

○背景 

湯布院町は温泉のまちである。まちの中心部の

由布院温泉、北東端の塚原温泉、南端の湯平温泉

の 3 つの温泉を持つ。3つの温泉とも独特の風情

を漂わせ、これまで数多くの文人墨客に愛され、

今も全国から 400 万人近くの観光客が訪れるが、

その陰には関係者の忍耐強く息の長い取組みが

あった。湯布院町では、いわゆるリゾート開発と

は一線を画し、民間の若手旅館経営者が中心とな

って、地域の経営資源である自然景観と温泉を活

かした家族・女性グループ客向けの温泉保養地づ

くりを 40 年近くにわたって進めてきた。また、

斬新なアイデアに基づく映画祭や音楽祭などの

イベントを全国に先駆けて開催し、都市・農村交

流による活性化を図ってきた。 

○取り組みの体制 

市民の代表と行政の強いリーダシップにより、

「もっとも住みよい町こそ優れた観光地である」

という基本的な考えに基づき、自然と産業（観光）

との調和した「成長の管理」を理念とする基本構

想、基本計画や「潤いのあるまちづくり条例」に

従って、民間の活力を活用しつつ、市民と行政と

の協働システムによるまちづくりを推進している。 

①ダム計画反対運動の展開 

由布院盆地は地形的にダムに適していたようで、

湯布院温泉をダムにするという計画が 1952 年に

突然持ち上がったという。それに対して賛否両論

の激しい議論が起こり、町の青年団が強力な反対活動を行った結果、ダム計画は 1953 年に

打ち切られたが、これが住民がまちづくりを主体的に考える大きな契機になった。 

②まちづくり運動の展開 

ゴルフ場建設計画への反対運動から発展した「明日の由布院を考える会」は、住民が広い

視野でまちづくりを考える場として発展し、「ゆふいん音楽祭」「湯布院映画祭」などの開催

につながった。さらに、「保養温泉地構想のための 100 日シンポジウム」などを通じて、住

民と行政とが協働してまちづくりに取り組むシステムが生まれたという。 

一方町も西ドイツの温泉保養地を参考にした「湯布院町クアオルト構想」、「潤いのあるま

ちづくり条例」などにより、外部資本による乱開発から町を守りつつ、住民の意見を十分に

取り入れたまちづくりを展開している。 
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（３）豪雪地帯でのまちづくりの事例 

北海道 小樽市 

○背景 

小樽のまちは明治、大正期の雰囲気が残っていたため、レトロブームなどの流れの中で脚

光を浴び、1992 年には年間 500 万人を越える観光入込客数を記録した。しかし、そうした中、

ブームは一過性で終わるのではないかという危機感も生まれ、小樽観光のさらなる振興を図

ることが必要であると考えられ、「運河・景観」「ガラス・オルゴール」「寿司などの食事」

の3点セット以外の新たな魅力づくりや修学旅行生の積極的な誘致促進の取り組みが開始さ

れた。小樽観光の新たな魅力を創出するため結成された官民共同の「小樽観光誘致促進協議

会」が中心的組織となり、さまざまな施策を展開している。 

○具体的取り組み 

①「小樽雪あかりの路」 

誘致協では、小樽における宿泊滞在型観光を促進する

ためには夜と冬における観光が重要であると考え、1999

年から「小樽雪あかりの路」というイベントを毎年 2 月

に実施している。これは、冬の夜の小樽を無数のキャン

ドルで埋め尽くそうというもので、会場は、小樽運河周

辺や手宮線跡地などのメイン会場と、小学校、病院、神

社の参道、各家庭の庭先などで市民が自主的にキャンド

ルを灯すミニ会場とである。 

「雪あかりの路」の来訪者数は 2006 年で 50 万 5,000

人と過去最高となり、財団法人地域活性化センター主催

の「第 10 回ふるさとイベント大賞」を受賞した。 

「雪あかりの路」のイベントでは、寒い冬空の下での

散策途中、温かいメニューで冷えたからだを温めていただこうという主旨で、小樽市内の飲

食店がそれぞれ腕によりをかけたメニューで訪れた観光客を歓迎する「湯気のおもてなし」

も同時に開催した。 

従来、小樽観光は夏期を中心としていたが、宿泊滞在型観光の強化を図る中で冬季の観光

客誘致にも力を入れてきた結果、「雪あかりの路」は今では北海道でも著名な冬のイベント

の一つに位置づけられるほどになっている。 

②特徴的手法 

「通年型観光」「官民一体の観光振興」という新たな概念創出がなされている。事業の企

画に当たっては、運河や雪という従来は特段の観光価値が与えられていなかった地域資源に

光を当てて新しい価値を生み出した点に大きな特徴がある。また、双方向の情報発信により

その魅力を口コミ的に広げている点もユニークである。官民の関係に関しては、活動の企

画・実施は民間が担い、活動の経済的支援、事務局機能は行政が担うという役割分担により、

それぞれの長所を活かした効果的な事業展開がなされている。 
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（４）歩いて暮らせるまちづくりの事例 

秋田県 北秋田市（旧鷹巣町） 

○背景 

旧鷹巣町は、秋田北部で一定の求心性を持つ地域でありながら、秋田県全体の 24.3％を大

きく上回る 27.3％という高齢化率（2005 年）となっている。 

このような状況に対処するため、旧鷹巣町では 1992 年に本格的な高齢者福祉政策に乗り

出し、住民主体のワークショップ方式で様々な斬新な対策を打ち出してきた。そして、旧鷹

巣町は「福祉のまち」として全国的に有名になった。ワークショップ方式は今ではまちづく

り全体に広がっている。 

○歩いて暮らせるまちづくり  

旧鷹巣町は、2000 年に国土交通省「歩いて暮ら

せる街づくり」の２０か所のモデル地区の一つと

して認定され、鷹巣駅前銀座通り商店街活性化の

ため組織された「商業地開発ワーキング」の活動

施策として空き店舗を活用した福祉施設の設置、

タウンモビリティ実験などが実施された。 

○福祉のまちづくり  

中心市街地の空き店舗を活用し、介護予防拠点施設「げんきワールド」を平成１３年１月

に開設。「げんきワールド」は、福祉相談窓口や交流プラザなどからなる複合施設。この種

の施設としては珍しく、お年寄りのおしゃべり、ボランティア活動の拠点、高校生の電車の

時間までの勉強スペースなどとして、実際に多くの町民が集まり、利用されている点が特筆

され、商店街の賑わいの拠点となっている。 

また、寝たきり老人の一掃、空家の戸建住宅を改造したまちなかのグループホーム、小学

校区ごとのデイサービスなどの福祉サービス＋コミュニティ拠点（サテライト）など。 

郊外には全町の福祉拠点施設「ケアタウンたかのす」（老人保健、短・中期入所、デイサ

ービス施設等、平成 11 年開設）と、車椅子や補助器具の展示貸出や住宅改造相談などを行

っている補助器具センターがあり、この規模の町としては非常に充実した内容となっていた。 

○タウンモビリティ実験 

鷹巣町は高齢者や身障者が健康で生きがいのある生活を送るためには、健常者と同じよう

に町に出かけ、市街地の商店で買い物をすることが望まれるとし、タウンモビリティ導入を

図っており、マイカーに頼らない移動手段の実験を熱心に行っていた。  

路線バスのない地域での代替ジャンボタクシーの運行、商店街駐車場を基地とした電動ス

クーター貸出し、ノンステップバスによる市街地循環運行、携帯電話による呼出しバス運行

などなど。特に電動スクーターは誰でも簡単に乗れる乗り物である。 

○課題 

鷹巣町は北秋田市に移行し、首長も交代した。この新しい体制の下で、今後どのように過

去の成果を継承あるいは改善し、まちづくりを発展させていくか、その動向に注目が集まっ

ている。今後のまちづくりにあたっては、タウンモビリティに典型的に見られるように、経

営体制の確立を図っていくことが重要になっている。 



資料編

 
 

- 資-16 - 

４．都市計画マスタープラン策定の経緯 

開催日 会議名称 主な検討内容 

平成 21 年１月 16 日 第一回庁内検討会 
現況、アンケート調査結果報告／主要課

題／目標・方針／全体構想 

平成 21 年 3 月 23 日 第二回庁内検討会 
全体構想／策定スケジュール及び体制／

地区区分について 

平成 21 年 6 月 22 日 第一回策定委員会 

策定スケジュール及び体制／現況、アン

ケート調査結果報告／主要課題／目標・

方針／全体構想 

平成 21 年 7 月 11 日 第一回ワークショップ 

北原先生講演「まちづくりとは」／地域

の『良いところ』と『悪いところ』を探

そう 

平成 21 年 9 月 26 日 

第二回ワークショップ 

浅瀬石・追子野木地区、

山形地区 

地域を歩いて知ろう（まち歩き）浅瀬石・

追子野木地区、山形地区 

平成 21 年 9 月 27 日 

第二回ワークショップ 

牡丹平・北・上十川地区、

東・中・西部地区 

地域を歩いて知ろう（まち歩き）牡丹平・

北・上十川地区、東・中・西部地区 

平成21年 10月 30日 第三回ワークショップ 地域の夢を語ろう 

平成21年 11月 25日 第三回庁内検討会 
全体構想までの修正確認／地区別構想／

まちづくりの実現化方策 

平成 21 年 12 月 2 日 第四回ワークショップ 
みんなで作ったまちづくりを再確認しよ

う 

平成 21 年 12 月 2 日 第二回策定委員会 地区別構想／まちづくりの実現化方策 

平成 22 年 2 月 17 日 第四回庁内検討会 
地区別構想の修正確認／まちづくりの実

現化方策の修正確認 

平成 22 年 3 月 23 日 第三回策定委員会 都市計画マスタープラン素案 
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